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パブリック・サービス研究分科会 2009 年 7 月例会 

「主題書誌作成と蔵書評価」研究グループ報告書 

日時 2009 年 7 月 13 日（月） 

場所 慶應義塾大学 湘南藤沢キャンパス 

記録 瀬戸山（学習院大学） 

参加者 伊東（女子美術大学）椎名（明治学院大学）清水（和光大学）瀬戸山（学習院大

学） 

 

１．今後の方針 

論文の構成と担当は以下の通りとすることとなった。 

１.主題書誌作成について 

１）背景（椎名） 

２）方法（伊東・瀬戸山） 

３）効果（伊東・瀬戸山） 

４）実務への応用の提案 

２．蔵書評価について 

１）データ集計（清水） 

２）分析 

 

２．データ集計について 

WebcatPlus を使用して、リストに挙げられた資料を各大学がどのくらい所蔵しているか、

その所蔵率を図書・雑誌別に調査し、所蔵率が高い順にソートする。 

 

３．その他 

夏合宿前に一度集まり、進捗報告をすることとなった。日程は、後日調整。 

以上 


